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先
進
地
行
政
視
察
報
告

　

地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
域
で
担
う
事

を
標
榜
し
て
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、
東
日

本
大
震
災
が
発
生
し
、
当
た
り
前
の
よ
う

に
使
え
て
き
た
電
気
が
こ
の
先
当
た
り
前

で
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
思
い
で
、

震
災
以
来
企
業
と
し
て
何
か
出
来
る
こ
と

は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
「
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
県
内
で
発
電

事
業
を
手
が
け
る
様
々
な
企
業
と
力
を
合

わ
せ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
構
築
し
、

企
業
及
び
個
人
の
遊
休
地
活
用
に
よ
る
地

域
活
性
化
、
農
地
へ
の
設
置
に
よ
る
ア
グ

リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
活
性
化
に
寄
与
し
、
推
進

を
図
っ
て
き
た
と
の
事
で
す
。

　

今
後
も
、
企
業
と
し
て
地
域
へ
の
取
り

組
み
が
、
大
切
で
あ
り
、
設
置
地
域
と
ど

う
関
わ
る
か
を
重
要
視
し
て
進
め
て
行
く

と
の
事
で
あ
り
ま
し
た
。

太陽光発電所説明状況（高知県香美市）
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地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

岐
阜
県
郡
上
市（
５
月　

日
）

　

県
北
西
部
地
域
医
療
セ
ン

タ
ー
は
平
成
27
年
４
月
に
立

ち
上
が
っ
た
仕
組
み
で
、
医
療

資
源
が
必
ず
し
も
十
分
で
な

い
当
該
地
域
に
お
い
て
、
2
市

1
村
が
基
礎
自
治
体
の
枠
組

み
を
超
え
て
、
国
保
白
鳥
病
院

を
基
幹
病
院
と
し
、
複
数
の
医
療
機
関
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
む
セ
ン
タ
ー
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
に
よ
り
地
域
医
療
を
支
え
て

い
る
。
新
た
な
へ
き
地
医
療
を
支
え
る
モ

デ
ル
と
し
て
、
以
下
の
３
点
を
挙
げ
て
い

る
。

①
基
幹
病
院
と
診
療
所
群
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
よ
り
広
域
的
に
地
域
医
療

を
支
え
る
こ
と
。

②
小
規
模
病
院
の
在
り
方
と
し
て
、
専
門

医
を
集
め
へ
き
地
医
療
を
支
援
す
る
の

で
は
な
く
、
へ
き
地
を
支
え
る
こ
と
が

で
き
る
総
合
診
療
医
が
専
門
医
の
支
援

を
受
け
な
が
ら
そ
の
連
携
に
よ
っ
て
支

え
る
こ
と
。

③
少
子
高
齢
化
人
口
減
少
時
代
に
お
け
る

取
り
組
み
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

基
礎
自
治
体
の
枠
を
超
え
た
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
。

諏
訪
中
央
病
院
に
つ
い
て

　
　
　
　

長
野
県
茅
野
市（
５
月　

日
）

　
「
あ
た
た
か
な
急
性
期
病
院
」
を
掲
げ
、

「
支
え
る
医
療
」「
放
り
出
さ
な
い
医
療
」「
見

放
さ
な
い
医
療
」
が
基
本
理
念
。
院
内
で

は
「
病
院
は
人
づ
く
り
」
と
し
、
医
師
・

看
護
師
の
分
け
隔
て
な
く
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
や
病
院
全
体
の
懇
親
会
を
行
う
な

ど
、
全
体
の
雰
囲
気
づ
く
り
を
非
常
に
大

切
に
し
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
努
力
の
結
果
、
初
期
研
修
医

の
う
ち
約
半
数
が
後
期
研
修
を
、
専
攻
医

に
つ
い
て
も
約
半
数
が
諏
訪
中
央
病
院
を

選
ん
で
お
り
、
隣
接
し
て
い
る
諏
訪
中
央

病
院
看
護
専
門
学
校
に
つ
い
て
も
半
数
が

諏
訪
中
央
病
院
を
選
び
、
国
家
試
験
の
合

格
率
は
８
年
連
続
で
100
％
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
医
師
や
看
護
師
の

確
保
、
公
立
病
院
に
つ
い
て
は
財
政
の
問

題
等
、
震
災
と
原
発
事
故
に
よ
り
人
口
減

少
し
た
中
、
地
域
医
療
を
ど
の
よ
う
に
支

え
て
い
く
の
か
大
変
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

今
回
の
視
察
先
に
あ
る
よ
う
に
、
自
治
体

間
、
自
治
体
と
民
間
、
市
民
が
手
を
携
え

て
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。地域医療における自治体病院の

あり方について視察（岐阜県郡上市）

「
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー

の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て

徳
島
県
神
山
町（
５
月　

日
）

　

町
で
は
人
口
減
少
を
少
し
で

も
食
い
止
め
、
元
気
な
町
づ
く

り
へ
と
、
移
住
交
流
支
援
セ
ン

タ
ー
を
有
効
活
用
し
、
町
役
場

に
頼
ら
ず
民
間
活
力
を
重
視
し

て
、
地
域
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
地
方
創
生
を
標
榜
し
、

過
疎
化
の
現
状
を
受
け
入
れ
、
数
で
な
く

内
容
を
改
善
し
外
部
か
ら
若
者
や
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
人
材
を
誘
致
す
る
こ
と
や
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
、
す
な
わ
ち
情
報
通
信
技

術
の
基
盤
整
備
を
活
用
し
、
多
様
な
働
き

方
を
実
現
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
と
し
て

の
価
値
を
高
め
て
、
農
林
業
に
頼
ら
な
い

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
持
続
可
能
な
地
域
を

目
指
す
取
り
組
み
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

自
治
体
の
大
小
で
は
な
く
、
ま
た
、
役

所
指
導
だ
け
で
は
な
い
、
民
間
活
力
を
ど

う
引
き
出
す
か
、
植
え
つ
け
る
か
で
あ
り
、

地
域
づ
く
り
の
視
点
は
、
次
の
世
代
が
ど

う
な
っ
て
い
け
ば
良
い
か
が
問
題
で
あ
り
、

考
え
る
べ
き
視
点
が
大
事
で
あ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

す
な
わ
ち
町
の
将
来
に
と
っ
て
必
要
に

な
る
働
き
手
や
企
業
者
の
誘
致
が
大
変
重

要
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

「
大
規
模
太
陽
光
発
電
所
の
取
り
組
み
」に

つ
い
て　

高
知
県
香
美
市
（
５
月　

日
）

　

一
企
業
の
建
設
会
社
の
取
り
組
み
で
あ

り
ま
す
。

総務常任委員会総務常任委員会

文教福祉常任委員会文教福祉常任委員会
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先
進
地
行
政
視
察
報
告
・
臨
時
会

「
東
九
州
メ
デ
ィ
カ
ル
バ
レ
ー

構
想
」
に
つ
い
て

大
分
県
大
分
市（
５
月　

日
）

　

始
め
に
大
分
市
の
東
九
州
メ

デ
ィ
カ
ル
バ
レ
ー
構
想
で
あ
り

ま
す
が
、
血
液
関
係
や
医
療
を

中
心
に
産
学
者
が
連
携
し
、
医

療
機
器
産
業
の
一
層
の
集
積
と

地
域
経
済
へ
の
波
及
、
更
に
は

産
業
集
積
を
活
か
し
、
地
域
活
性
化
を
行

う
も
の
で
す
。

　

事
業
の
取
り
組
み
は
研
究
開
発
、
医
療

技
術
人
材
育
成
、
血
液
血
管
に
関
す
る
医

療
拠
点
づ
く
り
、
医
療
機
器
産
業
の
拠
点

づ
く
り
の
四
部
門
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
企
業
は
着
実
に
増
加
し
て
お
り
ま
す

が
、
新
た
な
成
果
を
上
げ
る
の
は
難
し
く
、

各
種
政
策
等
で
の
対
応
を
う
か
が
い
ま
し

た
。
企
業
誘
致
や
国
際
産
学
官
交
流
、
地

元
産
業
の
育
成
等
、
話
を
伺
っ
て
い
て
、

内
容
は
違
い
ま
す
が
、
南
相
馬
市
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
ト
構
想
へ
の
取
り
組

み
と
共
通
す
る
部
分
が
あ
り
、
参
考
に
な

る
多
く
の
話
を
伺
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

「
ま
み
ず
ピ
ア
」に
つ
い
て

　
　
　

福
岡
県
福
岡
市
（
５
月　

日
）

　

次
に
訪
れ
た
の
は
福
岡
市
に
あ
る
ま
み

ず
ピ
ア
と
言
う
、
海
水
か
ら
淡
水
を
つ
く

る
施
設
で
す
。
福
岡
都
市
圏
は
地
域
内
に

一
級
河
川
が
な
く
、
ダ
ム
建
設
を
始
め
、

水
資
源
の
開
発
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
来
ま
し
た
が
、
地
域
内
に
小
雨
傾
向
も

あ
り
、
渇
水
が
頻
発
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
福
岡
県
に
お
い
て
、
海
水

淡
水
化
事
業
が
選
択
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

総
工
費
は
408
億
円
、
海
水
淡
水
化
方
式

は
逆
浸
透
方
式
。（
最
大
５
万
㎥
／
日
）

　

供
用
開
始
は
平
成
17
年
６
月
か
ら
で
、

福
岡
都
市
圏
の
６
市
７
町
１
企
業
団
１
事

務
組
合
で
構
成
さ
れ
る
福
岡
地
区
水
道
事

業
団
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
安

定
供
給
水
量
26
万
８
千
100
㎥
／
日
の
内
、

ま
み
ず
ピ
ア
か
ら
は
18
・
６
％
が
供
給
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
６
年
前
の
原
発
事
故
の

際
に
は
一
時
、
本
市
の
一
部
の
水
道
水
に

も
放
射
性
物
質
が
入
り
、
水
道
水
が
使
え

な
く
な
る
と
い
う
事
態
が
発
生
し
ま
し
た

が
、
こ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
使
っ
て
濾
過
す

れ
ば
セ
シ
ウ
ム
を
除
去
で
き
る
可
能
性
も

高
い
と
の
事
で
、
震
災
時
に
水
の
安
全
確

保
の
た
め
、
活
用
出
来
れ
ば
市
民
の
不
安

解
消
に
役
立
て
る
と
感
じ
ま
し
た
。

建設経済常任委員会建設経済常任委員会

まみずピア濾過装置（福岡県福岡市）

　

第
２
回
臨
時
会
は
４
月
18
日
㈫
に
行
わ
れ
、
議
案
５
件
を
審
議
し
、
原
案

可
決
２
件
、
原
案
承
認
３
件
と
な
り
ま
し
た
。

第
２
回
臨
時
会

４月補正予算の概要（主な事業）
一般会計補正予算の概要
⑴補正予算の規模
　歳入については、補正額 7,839 万円を追加し、補正後の一般会計歳入歳出総額が 590
億 2,224 万円となった。

⑵主な補正内容
最重点方針１　復興事業の優先的実施
　○集客力を高めるイベント事業補助金 3,186万円
（原子力発電所事故により被災した事業者及び市民の帰還促進を
図るため、集客効果を高め、市内の需要を喚起するイベントを
実施する商店会等に対し、補助金を交付）

その他緊急的対応
　○財産管理一般経費　財政課 4,200万円
（来庁者や市民文化会館利用者の駐車場として活用するため、
旧文化センター跡地南側の土地を取得）

　○いじめ問題対策事業 452万円
（いじめを防止するとともに、いじめに係る重大事態発生時にお
ける事案の調査や提言等を行うため、法律、医療、心理等専門
家による対策委員会を開催）

○は新規事業新

新

新
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